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★★★ 社会連携事業による ★★★
検索エンジンの利用と期待
岡山大学附属図書館 北條充敏
今、中四国の大学図書館が面白い
http://simone.lib.okayama-u.ac.jp/
http://scsjanul.blogspot.com/
事例報告の内容
• 池田家文庫絵図関連の事業
o 大学・図書館指向から顧客指向に変化する社会連携事業
o こども後楽園ワークショップ／まち歩き歴史講座の開発
o 岡山県立図書館等との連携事業
• 国大図協中国四国地区協会事業委員会Ｓグループの活動
o Googleブログによる事業実績広報
o Googleトークによるグループメンバーによる会議
o ネットツール利用への期待と課題
• 各種ツール（サービス）等の紹介
o 書籍・マニュアルの公開手段 ー flipper（電子ブック）
o インターネット遠隔講習会 － WebEX講習
o リファレンスツール － Springshare LibGuide紹介
池田家文庫等関連の事業
大学・図書館指向から顧客指向に変化する社会連携事業
技術の発展・サービスの多様化
ネット普及で便利な生活
国際交流機会の増加、身近なものに
生涯学習、専門教育意欲の向上
環境（教育も含む）への関心の高まり
少子高齢化▶労働力の減少
国内人口減少へ転換▶生産力の低下
生活への不安感（安心・安全の言葉）
大都市と地方の格差
労働を取り巻く状況の変化
地球環境の変化（温暖化減少）
経済活動の変化
大学図書館サービスは
（地域サービスも変化と柔軟に）
大学指向から考え方を変える
顧客の意見を取り入れる方向
電子、ネットサービスの充実・活用
地域貢献は重要、広報PRが大切
岡山大学附属図書館では
・貴重資料を中心にした社会貢献
（複製絵図の活用を工夫する）
・地域のニーズに応える
・地域住民・学生が主役
・地域の活性化に貢献したい
・持続可能な発展と地域貢献
社会を取り巻く環境の変化
岡山大学附属図書館での地域貢献事例（電子事業＋イベント型へ発展）
貴重資料関連
1. 池田家文庫絵図デジタル画像の共同作成（Ｈ１４～Ｈ１６）
2. 岡山県、岡山市との文化事業協力協定（Ｈ１６）
3. 池田家文庫特殊文庫絵図展（Ｈ９～Ｈ１６）
4. 岡山市デジタルミュージアムでの池田家文庫絵図展（Ｈ１７～）
5. 池田家文庫こども向け岡山後楽園発見ワークショップ （Ｈ１８～）
6. 公開講座「池田家文庫絵図をもって岡山を歩こう」（Ｈ２０～）
7. 複製絵図を活用した地域に特化した教育普及 （Ｈ１７～）
8. 真庭市との三浦家文庫電子化（Ｈ２０～）
電子情報関連
1. 岡山県内横断検索システムへの参加（県立図書館）（Ｈ１４～）
2. 岡山大学成果情報の岡山県立図書館システムへ提供（Ｈ１８～）
図書館サービス関連
1. 岡山県内相互貸借配送便への参加（県立図書館） （Ｈ１７～）
取り組み紹介①
池田家文庫こども向け岡山後楽園発見ワークショップ
平成16年度から貴重資料の教育普及を実施
○ 年一回の展示会だけでは地域貢献度は低い。
○ 当初は学校との連携を考えた（複製絵図の利用）。
○ 学校教諭にとって絵図は関心はあるが難しい。
○ 教育普及は「地域間チームワーク形成」が重要。
○ 教育普及の方法について教育学部教員と再考。
平成18年度に絵図後楽園ワークショップを立ち上げ実施
○ ワークショップでは参加者（子供・保護者）と全員参加。
○ 地域の活性化（子供の文化力向上）につながる。
○ 「岡山大学≒池田家文庫」の存在感につながる。
○ チームワーク（教員・学生・図書館員等）を作る。
○ ESD（Education for Sustainable Development）事例
第１回目 平成１８年１２月 ３日（土） 子供5名/大人4名
第２回目 平成１９年 ７月 ８日（土） 子供15名/大人9名
第３回目 平成１９年１２月 ９日（土） 子供34名/大人37名
第４回目 平成２０年 ７月１３日（日） 子供24名/大人36名
第５回目 平成２０年１２月１４日（日） 子供5名/大人4名
会場：岡山後楽園（現場でやることの意味は大きい）
現代と絵図に書かれた後楽園の同じところと違うところを、岡大生と
小学生が一緒に比較・発見・発表するワークショップ。岡大生にとっ
ては子供を扱う実習授業。毎年、夏と冬の２回実施。これまでに５回
の実績がある。 NHK岡山・昼ローカルニュースでも取り上げ。
参加者保護者のアンケートは、「好意的な評価」「普段知らなかっ
た江戸時代の後楽園を知れて新鮮だった」が多い。
取り組み紹介①
池田家文庫こども向け岡山後楽園発見ワークショップ
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取り組み紹介①
池田家文庫こども向け岡山後楽園発見ワークショップ
実施結果の写真や教材は、実績報告などいろいろ場所で活用して
いるので、Picasaウェブアルバムに保存（非公開）して、資料作成や
報告書作成の素材として利用。
http://ikedakebunko.blogspot.com/
取り組み紹介②
池田家文庫絵図をもって岡山を歩こう
会場：岡山市中心部（岡山カルチャーゾーン：旧城下町中心部）
一般を対象にした城下町岡山をまちを歩きながら、城下町絵図と現
在を比較して、江戸時代の岡山について見識を深めるための図書館
主催の岡山大学公開講座（５回シリーズ、参加料）。
参加者のアンケートは、内容については「好意的な評価」、進行に
ついては「細かな要望」が寄せられた。要望は次年度に反映。
地域住民
図書館 専門家連携
講師（地域から）企画
池田家文庫
絵図をもって
城下町まち歩き
岡山大学
公開講座
主役（受講者）
• 池田家文庫を地域学習に活用
• 池田家文庫を身近に知る
• 地域・地元とのつながりを作る
• 地域住民の向学心の活性化
• 郷土岡山への愛着心を育む
• 大学、図書館を知ってもらう
継続し、実績を積む事が大切。
対社会への広報PRにつきる。
取り組み紹介②
池田家文庫絵図をもって岡山を歩こう
実施結果について、Google blogger で保存・紹介。
• 第２回目 ６月 絵図をもって岡山城を歩こう
http://ikedakebunko.blogspot.com/2008/06/blog-post_07.html
• 第５回目 １１月 絵図をもって山陽道を歩こう
http://ikedakebunko.blogspot.com/2008/11/blog-post_26.html
岡山城中の段での講座 京橋・国清寺での説明
取り組み紹介③
岡山大学の県立図書館との連携事業
県内図書館
統合検索
（岡大蔵書情報）
岡大図書館
イベント情報
の提供
県配送便による
相互貸借
池田家文庫
絵図デジタル
データ共有
岡大蔵書を
地域に貸出
県共同レ
ファレンス
への参加
公共図蔵書を
岡大で受取り
検討事項（課題）
公開講座で
連携
県立図メーリ
ングを利用
岡山大学
学術成果情報
の提供
岡大図書館
池田家関連
イベント実施
岡山県立図書館
岡山大学学術情報を
県立図書館を通じて発信
広報Aグループ
地域講習会Lグループ
地域連携Ｓグループ
電子情報Ｅグループ
出版事業Ｐグループ
国大図協中国四国地区協会事業委員会Ｓグループの活動
• Googleブログによるイベント情報発信、チャット会議
中国四国地区協会
国立大学図書館協会
事業委員会 •参加館地域対象事業
広報のブログ立上げ
•メンバー間チャット会議
•参加館地域連携促進啓蒙
•参加館の地域向け情報
•共同連携事業の開発
1. 中四国の様に離れているケースで有用。
2. 事前調整と接続（慣れ）に時間がかかる。
3. 複数人数の場合は、進行役が必要。
4. タイムラグがあり絶えず意志確認が必要。
5. 発言の記録をGmailに残せる。
6. 時折、チャットが切断される場合があった。
7. 通常の会議よりも時間がかかる。
地域連携グループ
４人で
Google Talkを使って
会議をしてみた。
月別投稿数
写真ショット
概要記録
投稿日・参加館名・タイトル
旬な情報は、検索
エンジンのランクも
上位に
大学広報、図書館
広報など幅広く掲
載することは大切
ニュースを入力
リンク、画像、動画
タイトルを入力（図書館名必須）
•投稿のための技術的な知識は必要ない。
•サーバをもつよりも安心・安全。
大学全体
で対応
ネットツール利用への期待と課題
大学と地域、大学と
社会の連携はいつの
時代にとっても大切。
大学は日夜情報
を発信すべき
拠点である。
ネット時代と
なって情報の受
け方が変化する環
境にあって、受け手
志向の発信が必要
である。日夜変化。
低コスト・安
心・安全・共有・
継続・信頼・生産性・
実績の高いネットを
活用した情報発信
求める流れ。
コンテンツの内容が
大切となる。バーク
レーや京都大学の
取り組みは、今後
大学に普及する
可能性あり。
Flipper2 Maker電子ブック紹介
• 岡山大学ではリテラシー読本、図書館報等に利用。
• 通常の電子ブック作成ソフトより安価である。
• 変換作業・公開が簡単。
• 昨年４月からＰＤＦからも変換可能となった。
• 本を見る感覚で閲覧可能（付加機能あり）。
• ページ内全文検索機能、付箋機能
• ＣＤ/ＤＶＤでの配布
• 最新版：Flipper3 全文検索エンジン対応
デモンストレーション
WebEX講習会（トムソンロイターとの遠隔講習会）
• インターネット会議システムを講習会に応用。
• 地方の場合、講師派遣の問題がある。
• ブロードバンドの時代ネットを活用しない手はない。
• WebEXはトムソンロイターが提供。
• 大学院生に焦点をあてた。
• 「Web of Science」「EndnoteWeb」を対象とした。
• 張り紙や個別にカウンターでＰＲ。
• キーパーソンを捕まえると継続実施が多い。
４～１２月実施分
１４６人
３３％
２８７人
６７％
これまでに２１回実施
１．研究室を対象に実施（化学、薬学分野）
２．授業として実施（農学）
３．外国人を対象として実施（海外と接続）
４．助産士（社会人学生）を対象として連続実施
５．大学院生グループ（薬）を対象に実施
•関心ある内容でわかりやすい。
•思ったより音声がよい。
•その場で質問できる。
•少人数なので質問しやすい。
•リピート指導が嬉しい。
•学生と一体感が強く感じられる。
院生に重点的に指導すべき基礎的な文献データベース
WebEX講習会（トムソンロイターとの講習会）
４～１２月実施分 ■人数 ■回数
人／回
データベ ース等
トムソンロイター以外
サイエンスダイレクト
＜検討する＞
Ovid Technologies英のみ
＜検討する＞
SciFinder Scholar英のみ
＜日本語はしない＞
場 所 に 左 右 さ れ な く
同一分野、同一目的（例：
論文作成のための学生）
をもつユーザを対象にした
講 習 会 開 催 も 可 能 。
農林水産省
文部科学省
法務省
防衛省 京都大学
バークレー
明治学院大学
デューク大学153/10,618 
デューク大学図書館
19,478/2,033,499
1,154/60,665
185/24,449
402/67,050
198/33,751
75/12,458
239/32,835
YouTubeチャンネル
の事例
Springshare LibGuide紹介
web 2.0 for library 2.0
• Web2.0を活用した学術情報コミュニティサービス
• 安価（FTE方式ライセンス/学生１人10円）
• ホストサービス
• 英語圏で採用拡大（2007 88Site→2008 464Site）
• サイト内の日本語検索ができない
• でも、検索エンジンから検索は可能
デモンストレーション
